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認知症本人発：

希望のリレーフォーラム
共生社会を本人の声と力を活かして一緒に創ろう！

クリスティーン・ブライデンと国内の当事者がバトンをつなぐ

2023年10月5日 有楽町朝日ホールクリスティーン・ブライデンと国内の当事者がバトンをつなぐ

認知症本人発：希望のリレーフォーラム
～共生社会を本人の声と力を活かして一緒に創ろう！～

2023年10月5日

社会福祉法人浴風会　認知症介護研究・研修東京センター
製作協力：地域活性化協同組合フロンティア

私 は、 私 に な っ て い く

ク リ ス テ ィ ー ン ・ ブ ラ イ デ ン



認知症と生きる旅とは、活き活きと人間らしく生きる道を
歩んでいく旅にほかならないことを、
私たち本人は、社会にも、認知症になった人たちにも、
伝えていきたい。

その過程で、私たちもまた社会にしっかりと参加し、
この人生をまっとうしていく。

クリスティーンブライデン
2011 年２月

佐藤雅彦さんとのスカイプ対話にて
( 通訳：馬籠　久美子）

クリスティーン・ブライデンと国内の当事者がバトンをつなぐ

認知症本人発： 希望のリレーフォーラム
〜共生社会を本人の声と力を活かして一緒に創ろう！〜

プ ロ グ ラ ム
2023年10月5日

＊当日、 進行や内容に一部変更が生じることがありますことを、ご了承願います。
＊巻末の参考資料（P.35～）も、どうぞご覧ください。

◆13：00	 開会

　　　　主催者あいさつ　　社会福祉法人浴風会　会長　江利川  毅
　　　　来賓あいさつ　　　厚生労働省老健局　間  隆一郎  老健局長

◆13：15	 第 1部　クリスティーンからのメッセージ p.3 ～

　　　　１．動画上映＜クリスティーンの軌跡＞

　　　　２．基調講演
　　　　　　希望のリレー：すべては、認知症と共に生きる私たちから始まる

 14：15 ～ 14：30　休憩 

◆14：30	 第 2部　クリスティーンからバトンを受けて P.22 ～

　　　　３．バトンを受けた国内の本人　二人からのメッセージ
 藤田  和子　一般社団法人 日本認知症本人ワーキンググループ（JDWG) 代表理事
 丹野  智文　おれんじドア代表、JDWG 副代表理事

　　　　４．クリスティーンとの対話

◆15：00	 第３部　共生社会の実現に向けて～バトンをつなぐ～ P.27 ～

　　　　５．動画上映 ＜私が私として生きる日々～国内各地の本人の姿と声～＞

　　　　６．リレーメッセージ（希望大使・地域版希望大使）
 ◇春原  治子
 ◇柿下  秋男
 ◇志度谷  利幸
 ◇戸上  守
 ◇山中  しのぶ

　　　　７．国内の本人たちのメッセージを聴いて　クリスティーンより

　　　　８．共生社会の実現に向けた「本人メッセージ 2023」

◆16:00	 閉会　　　＊ アンケートにご協力をお願いします。
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第１部　クリスティーンからのメッセージ

こ の フ ォ ー ラ ム の 趣 旨

＜認知症になってからも尊厳を保ち、希望をもって地域で共に生きる＞

◆ 日本国内では、それがもはや理想ではなく、さまざまな人たちの息の長い試行錯
誤の積上げを通じて、現実のものとなりつつあります ＊。

◆ そして、2023年6月、認知症とともに生きる人がどこで暮らしていても、基本的
人権を享有する社会の一員として生活できることを理念の筆頭に掲げた「共生社
会の実現を推進するための認知症基本法」が成立しました。

 今、私たちは、認知症とともに誰もが希望を持って生きていける本格的な共生社
会を築いていくための新たなスタートラインに立っています。

◆ 共生社会の実現になくてはならないのが、認知症とともに生きている本人の声と
力です。今回のフォーラムでは、共生社会創りを着実に進めていくために、認知
症の本人発信・本人活動の世界的な先駆けであるクリスティーン・ブライデンと
国内の本人たちが希望と尊厳を持って生きる自らのチャレンジと社会への期待に
ついて語りあいます。

◆ 「認知症とともに生きる希望」を本人から本人へ、そして本人から同時代を生き
るすべての人たちにつなぐ「希望のリレー」を、立場や職種を超えて、一人ひと
りが広げ、共生社会をともに創り、育てていきましょう。

 今回のフォーラムが、みなさまお一人一人のこれからの暮らし、仕事、活動、営み
がよりよく進む布石となりますように。

2023年10月
社会福祉法人浴風会　認知症介護研究・研修東京センター

＊「認知症地域支援推進員　活動情報集【地域共生編】、認知症介護研究・研修東京センター
（2022年度厚生労働省　老人保健事業推進費等補助金　老人保健健康増進等事業）

DC net 認知症地域支援推進員
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1949年1月	 イギリスに生まれる。
	 科学者、科学誌編集者、科学政策担当者としてキャリアを積んだ後、オーストラリア首

相に科学技術について助言する科学技術顧問（首相内閣省第一次官補）を務める。

1995年	 シングルマザーとして三人の娘を育てながら職務をこなす日々を送っていたとき、アル
ツハイマー病と診断される（46歳）。診断のショック、不本意な早期退職（翌年）、
将来への不安により、うつになる。

1997年	 症状の回復が見られ、人生の再出発を決意。診断当初からの相談相手である牧師・看護
師のエリザベス・マッキンレーの奨めで手記を書き始める。

1998年	 一冊目の手記“Who	will	I	be	when	I	die?”を出版。認知症の人として声を上げ、会
議で発言し、メディアに取り上げられる。前頭側頭型認知症と再診断される。大学院修
士課程入学（のちにカウンセリングでMBA取得）

1999年	 ポール・ブライデンと再婚（50歳）。クリスティーン・ボーデンからブライデンに改姓。

2000年	 認知症啓発支援ネットワーク（DASN）を立ち上げる。翌年国際認知症啓発支援ネット
ワーク（DASNI）となる。

2001年	 第17回国際アルツハイマー病協会（ADI：以降ADI）国際会議（開催地：ニュージー
ランド	クライストチャーチ）に出席し、認知症の人として初めて講演を行う。

2003年	 市民団体の招きで発症後初来日。一冊目の手記の日本語版『私は誰になっていくの？』
の出版を記念し岡山・松江で講演。NHK「クローズアップ現代」などで放映される。
認知症の人として初めてADI理事に選ばれる。

2004年	 第20回ADI国際会議（開催地：京都）に出席のため２度目の来日。二冊目の手記の日
本語版『私は私になっていく』の日本語版を先行出版し東京で講演。

2005年	 二冊目の手記の英語版“Dancing	with	Dementia	 :My	story	of	 living	Positively	
with	Dementia”を出版。

2006年	 発症後３度目の来日。京都で認知症の「本人会議」に参加。

2007年	 発症後４度目の来日。札幌で講演を行う。

2008年	 地元ブリスベンで開催された「若年認知症シンポジウム」に札幌のグループホームの楽
団『FUKU』が参加し、演奏するとともに交流する。

2010年	 数年すぐれなかった体調が回復し第25回ADI国際会議に参加する。（開催地：ギリシ
ア	テッサロニキ）

2012年	 発症後５度目の来日。東京のビッグサイト、沖縄の名桜大学で講演する。

2015年	 回想録“Before	I	forget”と講演集“Nothing	About	Us,	Without	Us”を出版。

2016年	 認知症当事者のための活動への功績が認められ、オーストラリア政府から著しい功績を
収めた市民に与えられる勲章を授与される。

	 認知症と生きていく中で、自己崩壊はなく、内なる自己の存続があることについて、神
学的なアプローチで検証、研究、執筆に着手。

2017年	 4月、発症後６度目の来日。東京および大阪で講演。京都での第32回ADI国際会議でも
講演する。

	 チャールズ・スチュアート大学より博士号取得（公共およびコンテクスチュアル神学）

2018年	 ジェシカ・キングスリー出版　F・ギブソン著	『Reminiscence	and	Life	Review』内　
『	'The	Narrative	Self	in	the	Lived	Experience	of	Dementia』	執筆

2018年	 障害と宗教ジャーナル『Letter	to	the	Church』執筆

2019年	 障害と宗教ジャーナル『We-Thou	Communion』執筆

2019年	 健康とソーシャルケアチャプレンシージャーナル　
	 『Personal	perspective	of	the	mosaic	of	living	with	dementia』執筆　

Christine Bryden
【クリスティーン・ブライデン　略年譜】

認知症当事者のための活動への功績が認められ、オーストラリア政府から
著しい功績を収めた市民に与えられる勲章を授与される（2016年）
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クリスティーン・ブライデン
翻訳：大谷　純子

Christine Bryden
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「暴動は、声を聞いて
　　もらえずにいる人々の声」
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国も自治体も、認知症当事者やその家族を含む会議を設立
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第２部　クリスティーンからバトンを受けて
国内の本人二人からのメッセージ

◇二人からのメッセージ

　藤田  和子　日本認知症本人ワーキンググループ（JDWG）代表理事

　丹野  智文　おれんじドア実行委員会代表、JDWG副代表理事

◇クリスティーンとの対話

2322



藤田　和子　　鳥取県鳥取市在住

一般社団法人　日本認知症本人ワーキンググループ（JDWG）代表理事、全国版希望大使、鳥取市「希望大使」

・	1961年、鳥取市生まれ
・	2007年、看護師として働いていた45歳の時、若年性アルツハ

イマー病と診断される。自ら退職
・	本でクリスティーンの存在を知っていたことが、あきらめずに

前向きに生きていく力になる。
・	2010年、地元の仲間とともに、「若年性認知症問題にとりく

む会・クロバー」を立ち上げる
・	2014年、「日本認知症ワーキンググループ」の設立に参画。

2017年、一般社団法人化し「日本認知症本人ワーキング」に
改名。代表理事

・	2019年、全国版希望大使に就任
・	2021年、鳥取市希望大使に就任

◆	はじめは不安で下を向いていても、顔をあげてみる
と、笑顔を忘れず歩む人たちがいる。

◆	認知症になってもだいじょうぶ、と思ってもらえるよ
う、希望の灯りを絶やさずにいたい。

◆	希望のリレーをつなげていこう！

基本法成立直後の記者会見（2023年6月14日）
「認知症の人と家族の会」の鎌田代表とともに

・	本人が発信しないと、わかってもらえない、暮ら
しやすい社会にならないと痛切に実感、認知症の
本人としての思いと意見を伝え続けてきている。

・	一人でも多くの本人が声をあげられるように、そ
して一緒に社会をよりよくしていく仲間が増える
ようにと、地元の鳥取、そして全国で、活動を粘
り強く続けてきている。

・	「共生社会の実現を推進するための認知症基本
法」の成立にいたるまで、本人の声を集め、国会
議員に４回提案書を提出等、前向きに意見を伝え
続けた。

あゆみ

メッセージ

チャレンジ

丹野　智文　　宮城県仙台市在住

「おれんじドア」代表、一般社団法人認知症当事者ネットワークみやぎ代表
一般社団法人日本認知症本人ワーキンググループ副代表、全国版希望大使

・	1974年宮城県生まれ。
・	ネッツトヨタ仙台の営業職として活躍中の2013年39歳の時、

若年性アルツハイマー型認知症と診断される。
・	診断後、認知症について落ち込むような情報ばかり。先が見え

なかった時、明るく元気な本人に出会い、自分も元気になっ
て、他の本人を勇気を与えるようになりたいと思った

・	営業職から事務職に異動し勤務を続け、認知症とともに良く生
きることの社会的理解を広める活動が仕事になっている

・	2014年、JDWGのメンバーに。
・	2015年、認知症の当事者による相談窓口「おれんじドア」を

スタート。
・	2019年認知症当時者ネットワークみやぎ設立。
・	2019年全国版希望大使に就任。

◆	認知症になってからも、実際に笑顔で暮らせる。家族も
社会も、そして本人も、古い常識の殻を破って、認知症
とともに自分らしく笑顔で暮らせるという新しい常識へ
の転換を早く！

◆	毎日のように、いろんなところの本人から、連絡が入
る。社会全体を変えるなんて大きなことの前に、まず
は、その一人が笑顔になるために、今、できることを、
いっしょにやっていきたい。

©2022「オレンジ・ランプ製作委員会」
映画製作に、全国のたくさんの仲間が協力・参加。

・	県内、そして国内各地に出向いて、その土地の人
たちと交流しながら、認知症になっても、笑顔で
暮らし続けられることを伝え続けている。

・	「今悩んでいる本人」のところに会いに行き、そ
の一人が元気になることの応援を続けている。

・	宮城で本人同士が月1回集まって本音で話し合う
集まりを続けている。その中から、講演をするよ
うになったり、ピアサポーターとして活躍する仲
間がどんどん増えている。

・	自身の実話をもとにした映画「オレンジ・ラン
プ」の製作に関わる。劇場公開に続き、現在、各
地で自主上映が広がる。

あゆみ

メッセージ

チャレンジ
薬、飲み忘れちゃって、

困ってるんです

携帯機能を
使ってみようよ。
今、いっしょに。
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第３部　共生社会の実現に向けて　～バトンをつなぐ～

◇リレーメッセージ（全国版希望大使・地域版希望大使）

 ◇春原  治子

 ◇柿下  秋男

 ◇志度谷  利幸

 ◇戸上  守

 ◇山中  しのぶ

◇国内の本人たちのメッセージを聴いて　クリスティーンより

◇共生社会の実現に向けた「本人メッセージ 2023」
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春
す の

原
は ら

　治
は る

子
こ

　　長野県上田市豊殿地域在住

全国版希望大使、豊殿地域支え合いサロンhinata	bocco運営委員

・	1944年生まれ
・	2004年（60歳）		教職を定年退職後、地域活動始める。
	 住民参加で開設された特養「ローマンうえだ」の職員、地域の

人たちと、「安心の地域づくりセミナー」を続ける。
・	2017年（73歳）	もの忘れを自覚。
	 	 足の障害もあり、要支援２。
	 	 夫が特養入所　独居となる。
・	2018年（74歳）	認知症と診断される。
	 その後も、仲間たちの後押しで、「安心の会」同窓会の活動を

続ける。地域みんなの拠り所となる通年の交流施設「hinata	
bocco	とよさと」を仲間らとともに設立。

・	2019年、全国版希望大使に就任

◆	認知症になっても私自身は変わっていないです。認知
症になってもオープンにして、普通に楽しく暮らして
います。

◆	周りの人は認知症になる前と変わりなく接してくれてい
ます。それがあたりまえなる地域づくりを、息長く、地
域のみなさんと続けていくことが大切だと思います。

◆	今、若い人がその活動を引き継いでくれています。若
い人たちのこれからが、平和で、ともに自分らしく暮
らせるまちを、いっしょにつくっていきたいです。

誰もが気軽に立ち寄れる交流施設の静かな一室で、
ピアサポート活動を続けている

厚生労働大臣に、当事者の声を届ける
（2019年3月12日厚生労働省にて）

・	認知症とともに生きる体験やさまざまな工夫、自
分なりの希望を、地域の人たちや若者たちに語る
活動を続けている。

・	「hinata	bocco	とよさと」で本人の相談にのる
ピアサポート活動を開始。

	 認知症を経験しているからこそわかる辛さや悩み
もふくめて、本人の思いをじっくりと聴きなが
ら、一人でも、少しでも前向きにくらしていける
ように経験者として一緒に考えたり、助言をして
いる。

あゆみ

メッセージ

チャレンジ

柿下　秋男　　東京都品川区在住

「みんなの談義所しながわ」メンバー、全国版希望大使

・	1953年、静岡県出身。
・	大学時代、ボートのコックス。（モントリオールオリンピック出場）
・	東京都中央卸売市場大田市場で40年勤務。
・	2014年（61歳）頃、「なんとなくおかしい？」
	 ボート仲間の勧めで受診。MCI（軽度認知障害）と診断。
・	2016年退職。
・	デイケアと若年性認知症対応デイサービスに通い始める	。
・	丹野さん、藤田さんらに出会う。笑顔で明るい！同じ障害の仲

間を応援しようと使命感を持って活動している姿に触れて元気
が湧く。自分も何かしたい。

・	みんなの談義所しながわ」の仲間といっしょに、明るく元気に
活動を続けている。

・2019年、全国版希望大使に就任。

◆	病気になったからこそ感じたこと、経験したことがあ
る。そのことを発信することに意味があると思う。

◆	最初から富士山登山は無理。まずは近場の山からワンス
テップができたら、またワンステップ。自信になる。感
性は伸び続ける！

◆	心から笑える楽しい仲間を、身近なまちで、一人、また
一人と、いっしょに増やしていこう。40年途絶えていた地域のお祭を、様々な人と

いっしょに復活！	仲間の輪が年々広がっている。

・	自分がたのしいことをしていると脳がよろこぶ！
	 元気になれる！
・	いっしょに走ったり、野球をしたり、お祭りや行事、

働く場づくりにも、企画から参加してやってみる。
・	発症してから絵を描き始め、今年、個展をひらいた。
・	まだまだできることがある！自分が実感したこと

を、全国各地で伝え続けている。
・	（元）厚生労働大臣にも、自分なりの夢を伝えた。
	 『聖火リレーのコンセプトは「希望の道をつなご

う」。病気、障害を持つ仲間と、そうでない人たちが、
いっしょに走り、「希望のリレー」をつなぎたい』。

	 　⇒2021年東京オリンピックで実現！

あゆみ

メッセージ

チャレンジ
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ゆ き

　　香川県綾川町在住

ほっと歓伝え隊隊長、かがわ認知症希望大使

・	1950年　高松市生まれ。
・	長年、仕事一筋、店舗の内装業を自営。
・	63歳の時に妻の勧めで受診。若年性アルツハイマー型認知症。
・	認知症をオープンにしながら、2年ほど仕事を続ける。
・	これからどうなっていくのか、夜中に不安になり、落ちこむ。
・	そんな中、近所の人が「地域包括にいきまい（行くといい

よ）」と言ってくれ、相談にいったことがきっかけで、どんど
んつながりが広がっていった。

・	認知症の当事者に出会い、愚痴をいっぱい聞いてもらって、
スッキリし、力をもらって光明が開けた。

・	包括の人の声かけで、本人ミーティングの企画から参加。参加
したくなるミーティングにしようと「わくわくミーティング」
というネーミングを提案。

・	ご近所の人たち、子供たち、若い世代の人たちと一緒に活動。
・	2020年香川県かがわ認知症希望大使に任命。
・	デイサービス、育育広場での活動、集会場で卓球を続けている。

◆	作った木の衝立を保育所のプレゼントして、喜ばれ
てうれしかった！

◆	なじみの人らと、気楽にワイワイいいながら、
ちょっと役立てる。楽しいよ。

◆	家に一人でいると不安がふくらむ。生きてる限りは
何かをしたい。

◆	今は、以前と比べて、できなくなってきたことはあ
るけれど、前向きな心は変わらない！

◆	このまま、普通に暮らせたら、何より。

地域で出会い、苦楽を共にし、支え合う、
世代を超えた仲間の輪が育ってうれしい（育育広場）

風に吹かれながら、いつもの山をみながら、
仲間といっしょに。

・	綾川町「ほっと歓伝え隊」隊長、かがわ認知症希望
大使として、県内外で体験と活動、思いを発信。

・	生きがいをもって地域でとも暮らせる場として、近
所の子育て支援施設を拠点に「育育広場」を地域の
人たちや地域包括の職員と立ち上げる。

・	物忘れはあっても、長年磨いてきたモノづくりの腕
を活かして木工製品づくりで大活躍してきた。

・	デイから帰って、働く妻が帰ってくるまでの間、１
日平均8000歩、歩いた。自由に外に出かけて、家に
戻ってこられるよう、地域の散歩好きの人たちが、
いっしょに楽しく歩く「チーム志度谷」誕生。

あゆみ

メッセージ

チャレンジ

戸
と

上
う え

　守
まもる

　　大分県豊後大野市在住

ピアサポート相談員、大分県認知症希望大使

・	1960年　豊後大野市生まれ。
・	38年間、地方公務員の仕事をしていたが56歳くらいからもの

忘れの症状と体調不良により退職。
・	落ち込んでしまって死んでしまいたいような気分にまで落ち込

んだ。そして引きこもった。
・	大分市で若年性認知症の人たち一人ひとりが、思いと力を活か

しながら、楽しく活躍できるデイサービスなでしこガーデンに
つながったことで「自分」を取り戻す。

・	現在もデイサービスに通いながら、同社が立ち上げた事業所で
運輸関係等の仕事にも従事。

・	2020年から大分県希望大使。

◆	認知症は怖い病気ではない、と伝えたい。一緒に頑張
る仲間がいる。

◆	一度は仕事を諦めたが、仕事に、挑戦したい！
◆	失敗してもいいんだ！
　また挑戦して、成功体験を。自信が湧く。自信を取り戻

すと、自分を取り戻せる。世界が広がる。
◆	若い人たちに仕事の楽しさを伝えたい。
◆	認知症になることは、自分にとって大事なことを見つ

め、自分らしく生きるチャンスでもある。
当事者と医大生、院生、教授、ドクターと野球。
お互い、普段見れない表情がたくさん！

失敗しながらも、挑戦する姿を通して、
リアルに楽しく発信。

・	もともとは、話し下手だったが、「一人でも元気
になる人が増えてほしい」「認知症があってもな
くても社会の一員としてともに暮らせる地域をつ
くっていきたい」と思い、県内外で自分の体験と
日々の活動を発信し続けている。

・	大分県の認知症ピアサポート事業の相談員として、
県内の全市町村に出向いて、仲間を勇気づけてい
る。

・	大分市の介護事業計画策定の会議にも参加。
・	デイの職員とともに、運輸業を担って、バリバリ、

大汗をかきながら働いている。畑仕事、高齢者の
お宅の草刈りなどなど、仕事がたくさんある。

あゆみ

メッセージ

チャレンジ
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山中　しのぶ　　高知県南国市在住

高知県「高知家希望大使」、一般社団法人　セカンド・ストーリー代表理事
～メッセージ～

・	1977年生まれ。
・	営業職として働いていた2017年頃から、「え、なんでかな？」
	 「どうしてかな？	私、なんなんかな？」っていう感覚に陥る。

内科や脳神経外科にも行ったが診断つかず。「疲れだね」と。
・	2019年、41歳の時に、アルツハイマー型認知症と診断。
・	ネット上での認知症の情報にショックを受ける。絶望。
・	笑顔で前向きに生きる認知症の先輩に出会う。「切りかえるし

かない」と希望と勇気をもらう。
・	私と同じ思いは誰もしてもらいたくない。そんな思いから発信

を始める。
・	2022年7月	高知県から「高知家希望大使」に任命される。

◆	見た目ではあまりわからない認知症。暮らしの中
で生きづらい時もしばしば。一人ではなく、一緒
に手を取り合って活動ができたらうれしい。

◆	できなくなることは増えていくかもしれないけ
ど、「何々したい」ってことを持ち続けたい。

◆	認知症だからとできることまで奪われたくない。
社会に貢献しているという実感を持つことが、病
気の薬となり生きがいにもなる。

◆	高知県が、もっとよくなっていってもらいたい。
「これから認知症をもつ人がもっと増えていく前
に、一緒に町づくりをしていきませんか」ってい
うことを伝えたい。

◆	今こうやって、実際にみなさんと活動する事が、
高齢者も子供たちも、みんなが住みやすい町につ
ながって行くと思います。

高知新聞Plus	2023年1月7日

鳥取市認知症月間「希望のリレー」
認知症フォーラムで親子一緒に発信。
2023年9月9日

・	認知症になっても暮らしやすいまちづくりをしたいと
思い、一般社団法人「セカンド・ストーリー」設立。

・	自分の居場所を模索。自分が通いたい施設をつくろ
う！	各地の施設を見て回り、BLGに出会う。

　2022年、利用するメンバーが有償でボランティア活動
を行うデイサービス「はっぴぃ」を香南市に開所。

・	香南市ではみかん栽培が盛ん。人手不足という話も耳に
する。メンバーさんの仕事につながらないか？と地元の
みかん農家「山北みらい」の社長さんにお願いしてみる。

・	社内で検討して頂き、従業員のみなさまにもご理解を
頂き、お仕事をさせてもらうことになりました。

あゆみ

メッセージ

チャレンジ
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参考資料

◆本人たちが著した書籍等

◆「認知症とともに生きる希望宣言」

◆「共生社会の実現を推進するための認知症基本法（概要版）」
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◆本人たちが著した書籍等

提供：日本認知症本人ワーキンググループ（JDWG）

＜本人たちが、各地のブックフェアなどで著書につけた手作りのポップ＞

＜クリスティーン・ブライデン＞
◇クリスティーン・ボーデン著、桧垣陽子訳：
　私は誰になっていくの?	―アルツハイマー病者からみた世界、クリエイツかもがわ、2003

◇クリスティーン・ブライデン著、馬籠久美子・桧垣陽子訳：
　私は私になっていく　認知症とダンスを　改訂新版、クリエイツかもがわ、2012

◇クリスティーン・ブライデン著、馬籠久美子訳：
　認知症とともに生きる私　「絶望」を「希望」に変えた20年、大月書店、2017

◇クリスティーン・ブライデン著、水野裕監修、中川経子翻訳：
　私の記憶が確かなうちに、クリエイツかもがわ、2017

＜国内の本人たち＞
◇水木理（著）、社団法人認知症の人と家族の会（編集）：
　ブログ「認知症一期一会」〜認知症本人からの発信〜、クリエイツかもがわ、2007

◇中村成信：僕が前を向いて歩く理由ー事件、ピック病を超えて、今を生きる、
　中央法規出版、2011

◇佐藤雅彦：認知症になった私が伝えたいこと、大槻書店、2014

◇佐藤雅彦：認知症の私からあなたへ20のメッセージ、大槻書店、2016

◇樋口直美：私の脳で起こったこと　レビー小体型認知症からの復活、ブックマン社、2015

◇藤田和子：認知症になってもだいじょうぶ！そんな社会を創っていこうよ、徳間書店、2017

◇丹野智文（著）、奥野修司（文・構成）：笑顔で生きる　認知症とともに、文藝春秋社、2017

◇丹野智文：認知症の私から見える社会、講談社+α新書、2021

◇大城勝史：認知症の私は「記憶より記録」、沖縄タイムス社、2017

◇下坂厚、下坂佳子：記憶とつなぐ若年性認知症と向き合う私たちのこと、双葉社、2022

◇さとうみき：認知症のわたしから、10代のあなたへ、岩波ジュニアスタートブックス、
　2022

＜国内の本人たちの声など、関連の本、冊子＞
◇NPO法人認知症当事者の会（編集）、永田久美子（監修）：
　扉を開く人　クリスティーン・ブライデン、クリエイツかもがわ、2012

◇永田久美子監修：認知症の人たちの小さくて大きなひと言、私の声が見えますか？	
　harunosora、2015

◇東京都健康長寿医療センター：本人にとってのよりよい暮らしガイド、
　一足先に認知症になった私たちからあなたへ、2016（冊子）
　　　※当事者に無償配布、関係者／関係機関へは実費配布（JDWG)
　　　　http://www.jdwg.org/guide/

◇クリスティーン・ブライデン／佐野光孝／中村成信、佐藤雅彦（出演）／永田久美子監修、
　沖田裕子編著：DVD	BOOK	認知症の人とともに、クリエイツかもがわ、2016

◇認知症の私たち（著）、NHK取材班（協力）：
　認知症になっても人生は終わらない　絶望なんてしてられない。harunosora、2017

＜共生の実現にむけた関連動画など＞
◇希望の道認知症とともに生きる（厚生労働省）
　https://nakamaaru.asahi.com/nakamaaru/extra/kibounomichi/

◇わがまちならではの地域共生を小さな町でも、大きなまちでも　認知症地域支援
　推進員が日々の中で（認知症介護研究・研修東京センター）
　https://www.dcnet.gr.jp/support/research/center/detail_20230410_center_1_move1.php

◇認知症とともに生きる町大賞（NHK厚生文化事業団）
　https://npwo.or.jp/tomoniikirumachi/?t=2022%E5%B9%B4%E5%8F%97%E8%B3%9E
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1
自分自身がとらわれている常識の殻を破り、

前を向いて生きていきます。

2
自分の力を活かして、大切にしたい暮らしを続け、

社会の一員として、楽しみながらチャレンジしていきます。

3
私たち本人同士が、出会い、つながり、

生きる力をわき立たせ、元気に暮らしていきます。

4
自分の思いや希望を伝えながら、味方になってくれる人たちを、

身近なまちで見つけ、一緒に歩んでいきます。

5
認知症とともに生きている体験や工夫を活かし、
暮らしやすいわがまちを一緒につくっていきます。

認知症とともに生きる希望宣言
「認知症とともに生きる希望宣言」は、

わたしたち認知症とともに暮らす本人一人ひとりが、
体験と思いを言葉にし、それらを寄せ合い、
重ね合わせる中で、生まれたものです。

今とこれからを生きていくために、一人でも多くの人に
一緒に宣言をしてほしいと思っています。

この希望宣言が、さざなみのように広がり、
希望の日々に向けた大きなうねりになっていくことを

こころから願っています。

それぞれが暮らすまちで、そして全国で、
あなたも、どうぞごいっしょに。

日本認知症本人ワーキンググループ
代表理事　藤田和子

わたしたちは、「認知症とともに生きる希望宣言」をもとに、
全国で「希望のリレー」プロジェクトを展開していきます。

一般社団法人 日本認知症本人ワーキングループ

hope@jdwg.org   http://www.jdwg.org
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一足先に認知症になった私たちからすべての人たちへ

　
　
　
自
分
自
身
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
常
識
の
殻
を
破
り
、
前
を
向
い
て
生
き
て
い
き
ま
す
。

「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
お
し
ま
い
」
で
は
決
し
て
な
く
、
よ
り
よ
く
生
き
て
い
け
る
可
能
性
を
私
た
ち
は
無
数
に
持
っ
て
い
ま
す
。

起
き
て
い
る
変
化
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
、
認
知
症
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

自
分
な
り
に
考
え
、
い
い
ひ
と
時
、
い
い
一
日
、
い
い
人
生
を
生
き
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
自
分
の
力
を
活
か
し
て
、
大
切
に
し
た
い
暮
ら
し
を
続
け
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
よ
り
で
き
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

自
分
が
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
自
分
な
り
に
選
び
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
こ
と
を
覚
え
た
り
、
初
め
て
の
こ
と
も
や
っ
て
み
ま
す
。

行
き
た
い
と
こ
ろ
に
出
か
け
、
自
然
や
ま
ち
の
中
で
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
。

働
い
て
稼
い
だ
り
、
地
域
や
次
世
代
の
人
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
に
も
ト
ラ
イ
し
ま
す
。

　
　
　
私
た
ち
本
人
同
士
が
、
出
会
い
、
つ
な
が
り
、
生
き
る
力
を
わ
き
立
た
せ
、
元
気
に
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
。

落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
仲
間
に
会
っ
て
勇
気
と
自
信
を
蘇
ら
せ
ま
す
。

仲
間
と
本
音
で
語
り
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
暮
ら
し
の
工
夫
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
自
分
の
思
い
や
希
望
を
伝
え
な
が
ら
、
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
を
、
身
近
な
ま
ち
で
見
つ
け
、
一
緒
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

自
分
な
り
に
生
き
て
き
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
最
期
ま
で
、
自
分
が
人
生
の
主
人
公
で
す
。

自
分
で
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
暮
ら
し
に
く
さ
や
必
要
な
こ
と
は
何
か
、

ど
う
生
き
て
い
き
た
い
か
を
、
自
分
な
り
に
伝
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
が
伝
え
た
い
こ
と
の
真
意
を
聴
き
、
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
未
来
に
向
け
て
と
も
に
歩
ん
で
く
れ
る
人
た
ち

（
知
り
合
い
や
地
域
に
い
る
人
、
医
療
や
介
護
・
福
祉
や
い
ろ
い
ろ
な
専
門
の
人
）
を
身
近
な
ま
ち
の
中
で
見
つ
け
ま
す
。

仲
間
や
味
方
と
と
も
に
私
が
前
向
き
に
元
気
に
な
る
こ
と
で
、
家
族
の
心
配
や
負
担
を
小
さ
く
し
、

お
互
い
の
生
活
を
守
り
な
が
ら
よ
り
よ
く
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
認
知
症
と
と
も
に
生
き
て
い
る
体
験
や
工
夫
を
活
か
し
、
暮
ら
し
や
す
い
わ
が
ま
ち
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
気
づ
け
た
こ
と
や
日
々
工
夫
し
て
い
る
こ
と
を
、

他
の
人
や
社
会
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
に
、
伝
え
て
い
き
ま
す
。

自
分
が
暮
ら
す
ま
ち
が
暮
ら
し
や
す
い
か
、
人
と
し
て
あ
た
り
前
の
こ
と
が
守
ら
れ
て
い
る
か
、

私
た
ち
本
人
が
確
か
め
、
よ
り
よ
く
な
る
た
め
の
提
案
や
活
動
を
一
緒
に
し
て
い
き
ま
す
。

ど
こ
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、
わ
が
ま
ち
が
年
々
よ
り
よ
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
な
が
ら
、

安
心
し
て
、
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

12345
た
ち
は
、
認
知
症
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

日
々
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
、
不
安
や
心
配
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

一
度
き
り
し
か
な
い
自
分
の
人
生
を
あ
き
ら
め
な
い
で
、

希
望
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
た
い
。

次
に
続
く
人
た
ち
が
、
暗
い
ト
ン
ネ
ル
に
迷
い
込
ま
ず
に
も
っ
と
楽
に
、

い
い
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
。

私
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
体
験
と
意
志
を
も
と
に

 

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
希
望
宣
言 

を
し
ま
す
。

こ
の
宣
言
を
ス
タ
ー
ト
に
、
自
分
も
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
人
、

そ
し
て
よ
り
よ
い
社
会
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う

人
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

私

◆「認知症とともに生きる希望宣言」　　　2018年 11月
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共生社会の実現を推進するための認知症基本法  概要 ５．基本的施策

① 【認知症の人に関する国民の理解の増進等】
	 国民が共生社会の実現の推進のために必要な認知症に関する正しい知識及び認知症の人に関する正
しい理解を深められるようにする施策

② 【認知症の人の生活におけるバリアフリー化の推進】
・認知症の人が自立して、かつ、安心して他の人々と共に暮らすことのできる安全な地域作りの推進
のための施策

・認知症の人が自立した日常生活・社会生活を営むことができるようにするための施策

③ 【認知症の人の社会参加の機会の確保等】
・	認知症の人が生きがいや希望を持って暮らすことができるようにするための施策
・	若年性認知症の人（65歳未満で認知症となった者）その他の認知症の人の意欲及び能力に応じた雇
用の継続、円滑な就職等に資する施策

④ 【認知症の人の意思決定の支援及び権利利益の保護】
　認知症の人の意思決定の適切な支援及び権利利益の保護を図るための施策

⑤ 【保健医療サービス及び福祉サービスの提供体制の整備等】
・	認知症の人がその居住する地域にかかわらず等しくその状況に応じた適切な医療を受けることがで
きるための施策

・	認知症の人に対し良質かつ適切な保健医療サービス及び福祉サービスを適時にかつ切れ目なく提供
するための施策

・	個々の認知症の人の状況に応じた良質かつ適切な保健医療サービス及び福祉サービスが提供される
ための施策

⑥ 【相談体制の整備等】
・	認知症の人又は家族等からの各種の相談に対し、個々の認知症の人の状況又は家族等の状況にそれ
ぞれ配慮しつつ総合的に応ずることができるようにするために必要な体制の整備

・	認知症の人又は家族等が孤立することがないようにするための施策

⑦ 【研究等の推進等】
・	認知症の本態解明、予防、診断及び治療並びにリハビリテーション及び介護方法等
・	礎研究及び臨床研究、成果の普及等
・	認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすための社会参加の在り方、他の人々と支え合い
ながら共生できる社会環境の整備等の調査研究、成果の活用等

⑧【認知症の予防等】
・	希望する者が科学的知見に基づく予防に取り組むことができるようにするための施策
・	早期発見、早期診断及び早期対応の推進のための施策

※その他認知症施策の策定に必要な調査の実施、多様な主体の連携、地方公共団体に対する支援、国
際協力

１．目的

認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができるよう、認知症施策を総合的かつ計画
的に推進
⇒認知症の人を含めた国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互に人格と個性を尊重しつ
つ支え合いながら共生する活力ある社会（＝共生社会）の実現を推進

	 ～共生社会の実現の推進という目的に向け、基本理念等に基づき認知症施策を国・地方が一体と
なって講じていく～

２．基本理念

認知症施策は、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができるよう、①～⑦を基本
理念として行う。
①	全ての認知症の人が、基本的人権を享有する個人として、自らの意思によって日常生活及び社会生
活を営むことができる。

②	国民が、共生社会の実現を推進するために必要な認知症に関する正しい知識及び認知症の人に関す
る正しい理解を深めることができる。

③	認知症の人にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁となるものを除去することにより、全て
の認知症の人が、社会の対等な構成員として、地域において安全にかつ安心して自立した日常生活
を営むことができるとともに、自己に直接関係する事項に関して意見を表明する機会及び社会のあ
らゆる分野における活動に参画する機会の確保を通じてその個性と能力を十分に発揮することがで
きる。

④	認知症の人の意向を十分に尊重しつつ、良質かつ適切な保健医療サービス及び福祉サービスが切れ
目なく提供される。

⑤	認知症の人のみならず家族等に対する支援により、認知症の人及び家族等が地域において安心して
日常生活を営むことができる。

⑥	共生社会の実現に資する研究等を推進するとともに、認知症及び軽度の認知機能の障害に係る予
防、診断及び治療並びにリハビリテーション及び介護方法、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を
持って暮らすための社会参加の在り方及び認知症の人が他の人々と支え合いながら共生することが
できる社会環境の整備その他の事項に関する科学的知見に基づく研究等の成果を広く国民が享受で
きる環境を整備。

⑦	教育、地域づくり、雇用、保健、医療、福祉その他の各関連分野における総合的な取組として行わ
れる。

３．国・地方公共団体等の責務等

国・地方公共団体は、基本理念にのっとり、認知症施策を策定・実施する責務を有する。
国民は、共生社会の実現を推進するために必要な認知症に関する正しい知識及び認知症の人に関する
正しい理解を深め、共生社会の実現に寄与するよう努める。
政府は、認知症施策を実施するため必要な法制上又は財政上の措置その他の措置を講ずる。
※その他保健医療・福祉サービス提供者、生活基盤サービス提供事業者の責務を規定

４．認知症施策推進基本計画等

政府は、認知症施策推進基本計画を策定（認知症の人及び家族等により構成される関係者会議の意見
を聴く。）
都道府県・市町村は、それぞれ都道府県計画・市町村計画を策定（認知症の人及び家族等の意見を聴
く。）（努力義務）

６．認知症施策推進本部

内閣に内閣総理大臣を本部長とする認知症施策推進本部を設置。基本計画の案の作成・実施の推進等
をつかさどる。
※基本計画の策定に当たっては、本部に、認知症の人及び家族等により構成される関係者会議を設置
し、意見を聴く。

※施行期日等：公布の日から起算して１年を超えない範囲内で施行、施行後５年を目途とした検討
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